
 

 

 

 

 

 

 過去は変わらない、未来はわからない     校長   神尾 健彦 

   ツツジの花をはじめ種々の草花が新緑に映え、美しく咲き誇る季節となりました。入学・進級して１か月が

過ぎ、新しい環境や季節外れの暑さなどで、疲れたと感じている人も多いのではないでしょうか。GWで心も体

もリフレッシュして、本格的に始まる運動会の練習に備えていただければと思います。 

この１か月間子供たちの様子を見ていると明るく、楽しく学校生活を送っているように見えます。しかし、

授業中や休み時間のふとした場面で不安や心配を抱えている様子が見え隠れしているように感じることがしば

しばあります。例えば  

〇自分自身に対する自信がもてなくて、周りの人にどう思われているのかを気にしすぎてしまう。  

〇自分の状況や自分の思っていることを説明したり意思表示したりすることが得意でない。 

〇人との関わりや、先生、仲間の働きかけに対して心を閉ざしてしまう。  

そのような子供の姿を見るにつけ「失敗からたくさん学ぶこと」をしてほしいと願います。  

 「失敗するくらいなら、何もしなければいい」と考え、何もしようとしないのは、全く成長することができ

ません。また、「やってみたけど失敗したからもうやらない」と、くじけて後ろ向きに考えることも失敗から学

ぶこととは違います。失敗してしまっても、その失敗を分析し、「どうすれば失敗しないか」を考え、次に生か

すことが大切です。 

 そのためには「前回失敗してしまったけど、きっと今度はうまくいく」という、いい意味での楽観的な考え

方も必要です。未来のことは誰にもわからないからこそ、もう一度挑戦してみる価値があるのではないでしょ

うか。うまくいかないことが続けば誰でも落ち込むし、後ろ向きに考えてしまいがちで、ふと気付くと「変わ

らない過去」にばかり目を向け、こだわってしまいがちです。そのような気持ちが後ろ向きになりそうなとき

こそ、「未来はわからない、今度はきっと大丈夫」と明るく前向きに考えてほしいと願っています。「大丈夫」

は自分が自分に向かって励ますときの言葉です。私たち大人は、子供が自分の失敗を糧に明るく挑戦を続けら

れるように温かいまなざしで子供を見つめ、必要な手を必要なときに差し伸べたいものです。 

 

教育相談室より ～保護者も子供も気軽にご相談ください～ 

 今年度「困ったときに誰かに相談できる」体制をこれまでより充実させていきたいと考えております。

その一つとして教育相談室の充実に取り組んでいきます。保護者の皆様もぜひご活用ください。本校のス

クールカウンセラー（ＳＣ）の先生をご紹介します。 
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今井小学校スクールカウンセラーの小倉啓子（おぐらけいこ）です。よろし 

くお願いいたします。心理職として教育や医療・福祉の領域で小学校～中高年 

までの方々と長く接してきました。 

本校には木曜日に勤務し、授業や休み時間に児童の皆さんの勉強の様子、お 

友達とのやり取りなどをみたり、声をかけたりしています。本校の児童はとて 

もフレンドリーなので楽しく交流しています。小学校やご家庭の生活が安心し 

て楽しく過ごせるように児童や保護者の方のお手伝いできたらと願っています。 

気軽に相談室をご利用下さい。  


